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かぐやによるオーロラキロメータ波の偏波観測と月による掩蔽
Observations of Polarization of Auroral Kilometric Radiation by KAGUYA and its Lunar
Occultations
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月周回衛星「かぐや（SELENE）」搭載 LRS[1]のWFC-H波動観測装置 [2]では，1-1,000kHzの波動のスペクトルを観
測でき、オーロラキロメータ波（AKR），電子プラズマ波，広帯域静電波などが観測され，周辺プラズマ環境のモニター
にもなっている。本装置は二対のダイポールアンテナを用いた偏波観測が可能であり、AKR の偏波解析を行ってきた。

かぐやは地球からの電波である AKRの観測中に、周回ごとに月の背面に入るが、その間地球の一部が隠れる時間があ
る。掩蔽観測は，月周回衛星 RAE2の 32チャンネル受信機で過去に行われたが [3,4]，偏波は観測されていない。AKR
の偏波観測を行っても、プラズマ波動で言う磁場方向に対する偏波と観測される進行方向に対する偏波の関係は，源の
半球により逆転する。AKR が、片半球しか見えていない時間帯に受かっているかどうかで源の半球が特定でき、同時に
偏波も観測できる。この情報は、両半球が見える状態になっても、解釈のあいまいさをなくすことができる点で有意義
である。このような条件で観測できた例について、観測結果と解釈を示す。
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